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◆国際交流員による出張講座紹介  

8月5日、中国語担当黄国際交流員による初めての出張講座が田辺市稲成学童保育所で行われました。１年生か

ら4年生までの小学生に中国について紹介をしました。 

「子どもたちはとても熱心で、いろいろな質問をしてくれました。これからも中国のことを皆さんに紹介してい

きたいと思います。」（黄） 

中国出張講座の詳細・お申込みは国際課ホームページをご覧ください。 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022300/kokusaikouryu/cir.topp.html 

 

◆ブルネイに和歌山の青少年代表団が派遣されました。（８月14日～21日） 

参加者のみなさんから感想をいただきました。 

●色々なことがあり殆どのことが初めての経験でしたが、この七日間はこの夏

最高の思い出となりました。怖がらず、恥ずかしがらず、積極的になってみる

と、予想もしない思いがけないところで、多くの出会いを経験することができ

ました。（H.H）                

●わたしはこのプロジェクトに参加して、協調性を学びました。そして積極性

を学びました。海外を体験して、自分の住んでいる所とは全然違った環境で言

葉も伝わらない状況になって自分の意志を伝える方法は自分が知っている英単語を引き出してくること、積極的

に相手に話しかけること、そして全身で気持ちを表す、その３つが必要なのだと思いました。（A.M） 

●ブルネイは面白い国だなあとつくづく感じました。国王の人気がすごいし、モスクはあるけど、生活はどこと

なく欧米風であるし、７つ星ホテルはあるし、観光名所は言うほどないし、ジャングルはあるし･･･、こんな機会

がなければ訪れることがなかったかもしれないと思います。（N.N）           

●この異文化交流は私にとって貴重で唯一無二の経験でした。異文化交流は

旅行では知ることのできない未知の国の日常を理解し親近感を深めることだ

と明確になりました。そして時候の文化や伝統、習慣と他国のものを比べる

のではなく、異文化を受け入れることが重要だと身をもって感じることがで

きました。今でもホストファミリーや現地で会った人とSNS で繋がってい

ます。（A.Y） 

 

◆中国駐大阪総領事来県 （９月８日）  

9月8日、中国駐大阪総領事館李天然総領事一行が来県し、仁坂知事を表敬

訪問しました。その後、和歌山県内企業と在阪中華系企業との座談会が行わ

れました。 

 

◆トロント・ペルー・アルゼンチン和歌山県人会で周年式典開催  

9月17日、東部カナダ和歌山県人会創立４０周年を記念し、また10月1日

にはペルー和歌山県人会創立25周年の記念式典が行われました。ペルー県人

会の式典は首都リマで約140 名の関係者が参加するなか、盛大に開催されま

した。式典にブラジル和歌山県人会、アルゼンチン和歌山県人会から会長らが

お祝いに駆けつけ、花を添えました。また23日にはアルゼンチン和歌山県人

会創立50周年の記念式典が行われました。 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022300/kokusaikouryu/cir.topp.html

